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血清脂質成分と血清脂蛋自の相関性に関する実験的研究
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EXPERIMENTAL STUDIES ON THE CORRELATION 
BETWEEN BLOOD LIPID COMPONENTS AND 
LIPOPROTEINS OF SERUM 

by 

HIROMU 0NISIU 

From the 2nd Surgical DiYision, Kyoto UniYersity Medical School 
(Director: Prof. Dr. YAsUMASA AoYAar) 

Constitutional and quantitatiYe changes of the blood lipids caused by the 

individual and combined effect of oral fat intake, hunger and administration of 

anesthetics were studied hy analysis of paper electrophoretic fractions of serum 
protein and lipoprotein. In accomplishing the experiment, the author also aimed 

at establishing a bridgehead for further study of the functional mechnism of 

anesthetics. 

Results obtained were as follows. 

1) Between human and canine hlood lipid components, there is not only a 

considerable di仔erencein quantit；，：ア hut also an almost exact！~， reverse distribution 
of serum lipoprotein fractions. 

2) Oil-red 0 and Sudan-black B have characteristic a町initiesto lipids expanded 
over filter paper in paper electrophoresis. The former is most strongly taken up 

bγ ふlipoprotein,the latter by αーlipoprotein. Accordingly, the choice of dyes plays 

an important part in the electrophoretic anal）ァsisof lipoproteins. 

3) Concentration of serum gl~Teride, phospholipid and cholesterol paralles that 
of 0-lipoprotein，α・lipoproteinand ;'.Hipoprotein respectively. Therefore, the concen-
tration of serum lipoprotein can, to a certain extent, suggest the quantitative 
changes of serum protein. 

4) In order to interpr叫 theelectrophoretic fractions of serum lipoprotein, not 
only protein metabolism but also fat metabolism should be taken into account. 

5) The problem concerning the functional mechanism of anesthetics, which 

the author could not go far enough to discuss, ＂’ill be answered by future progres出
in the study of lipoprotein. 

I緒言

麻酔によって起る生体の代謝性並に生理的変化は特

に最近長足の進歩をみた生化学的領域の知見の導入に

よりp 検索心辺、の約街化と相倹って益々明瞭にされつ

つある．然るにここに敢て麻酔時に於ける血清脂質y
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脂蛋白並に蛋白等の消長を再検討するに至った所以

はp 種々の麻酔剤を生体に負荷することによって，人

為的に著しい血清脂質の変動を惹起せしめ，それが如

何様に血清脂蛋白並に蛋白の性状に影響を及ぼすもの

であるか，換言すればこれら三者が如何様な相関性を

示すものであるか更には脂蛋白という新しい概念に立

脚した麻酔剤と脂質の親和性の問題について何等かの

新しい研究方法の手掛りが得られないかと恩推し本実

験を施行した．またそれと同時に脂質の経口的投与あ

るいは飢餓という血清脂質の著しい変動を生理的に惹

起する諸因子を負荷した際の血清脂質，D旨蛋白並に蒼

白の性状の聞に認められる相関性についても併せて考

究したのが本研究である．

Il 実験材料並びに測定方法

I. 試獣 ．体重 IOkg内外の健常犬を使用し，試獣

は何れも採血前12時間絶食せしめ，採血が24時間以上

に及ぶ時はp 無脂質食餌（厳重な意味での無脂質食餌

の献立は困難でありp ここにいう無脂質食餌とは比較

的な意味での無脂質食餌というべきものであろう）を

次回採血12時間前に与えて，飢餓の影響を可及的避け

た．

2. 庶百平剤：本実験に使用した麻酔剤は，モルフィ

ン，ラボナール（ThiopentalSodium）， エーテル（閉鎖

循環式並に OpenDrop Method）並にクロールプロマ

ジンである．

モルブインとしてはオピアルを体重毎E当り 0.1cc 
の割合で皮下注射しP ラポナールは体重毎1tE当り 0.02
5gの割合で静脈内へ注入した．その際常にその2.5%

溶液4～6ccを15秒間で注入し， 30秒間休止した後，再

び残余を15秒間を要して注入する方法を採用した．

エーテルによる OpenDrop Methodを施行するに

際しては，自家考案の犬用マスクを用い，これによっ

て試獣の口と鼻を被い，これにエーテルを滴下した．

また必要に応じてF これに酸素を通気した．更に閉鎖

循環式気管内麻酔の施行に当つては建部青州堂製を使

用し，且つエーテルのみの影響をみようとする時はp

エーテルによる OpenDrop Method により，その他

の場合には，オピアル O.Icc/kgの皮下注射並にラボ

ナール0.025g/kgの導入麻酔を施した後p 気管内チ

ュープの気管内挿管を行った．

クロールプロマジン製剤としてはコントミン（吉富

製薬）を使用し，体重毎配当り 2配g,3m邑及び5mgの

割合で筋注した．

3. 測定方法

(i）総コレステロール： Rapaportの測定法に準拠

しpBeckmann光電比色計QB-50型で測定したがp そ

の際の FilterNumberは640mμ である．

(ii）コレステロール・エステル： Bloorの方法に準

拠して行い， 前者同様Beckmann光電比色計で定量

した．

(iii）燐脂質： Fiske-Subbalowの測定法により Be-

ckmann氏党電比色計により測定したが， その際の

Filter Number は660m1it Filter Red）である．

(iv）総脂質：その概算は KunkelUnitを以て表わ

した．

(v）γグロプリン：：Kunkelの方法に準じて行った．

(vi J血清蛋白濃度 目立血清蛋白計に依って測定し

fこ．

(vm脂資自並に蛋自分屑の測定：何れも鴻紙電気

泳動法により，即ち小林式鴻紙電気泳動装置を使用

しpMichaelisの緩衝液（pH8ふイオン強度0.059）に

よった．東洋諸紙l¥o.51を使用，治働条件は0.4mA/

cm,10時間泳動法を採用した．染色は蛋白質は B.P.

B.，脂質は Sudanblack B及び Oilred Oによった．

鴻紙は幅12cmのものを使用LP 自家作製の硝子毛細

管に目盛を施して，同一量の血清を採取して，夫々幅

2cmの聞に4種類の血清を塗り，同一鴻紙上に電気泳

動せしめてP 染色をも同時に行い，同一条件のもとに

調製した 4種の電気泳動標本について鴻紙充電光度計

(Photoelectronic Densitometer）によって定量LF比

較検討した．

目実験成績

I. 健常犬並に健常人の測定成績

健常犬の血清脂質成分の測定成績は第 1表に示すよ

うに，血清総コレステロール及びエステル型コレステ

ロールは健常人のそれより多少低い値を示すのに反し

Table 1 Comparison between Normal Values 
for the Lipids of Human Blood and 
Dog Blood (mg per 100 cc) 

よ瓦？よ竺三IDog : Human 
Total Cholesterol I 90～1801 150～250 
Cholesterol ester I 30～ 901 100～170 
Phospholipid 1250～5501 190～260 

Kunkel unit 12.0～11.ol 3.0～8.4 
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Fig. 】 Rangeof Normal Values for the 

Lipids of Dog Blood(n:g per 100 cc) 

Table 2 Comparison between Serum Lipoprotein 

Distributions of Dog and Man 

fo【nl
Cnoieslrol 

． ． 
18•· : ． ！・
i: ． ｜．． ． 
/lo •••• ・・．．
・－．．． 

fhos「holirιci ~unhdUnil 

ー・ 1701 • ． ． 
．．． 

．． 
Chol<s1 ro/ ． 
ester ． ． 

l・示。.：：： 1:. 
i•. ． ． 

ioj：・ －・・・1 • · · .~ .... ｜．．． ｜．．． ．．． ｜．．．． ．． ・． '. ,. ．．． ． 、．
－・・

Species! Dog I • 
Paper electrophor 
fra疋tionsof lipoprotein % '¥I I I 

ct-lipoprotein ! 59目6 51.4 i 31.6 
~－lipoprotein I 26.4 26.1 I 46.2 
0・lipoprotein I 14.0 ! 22.5 J 22.3 

Dog I : stained with Sudan black B, Dog Il 
and Human: stained "'ith Oil red 0 
♂KUYAMA, 1958) 

1o ;:•• Jo司．．．．．． ,. ．． － 

常犬及び健常人の血清脂蛋白を更に鴻紙電気泳動法に

よってP 血清脂質成分の測定と平行して測定した結果

l士，第2表に示すように，健常犬の血清脂蛋白分屑の

分配率は端的にいって健常人のそれと全く逆であっ

た．即ち健常人に於ては~－脂蛋白が最大値を示すのに

反して，健常犬に於ては<X－脂蛋白が最も大なる値を示

て，燐脂質は人のそれよりも可成り高い値を示し，且 している．これを血清脂質成分の測定値と比較する

つ健常犬といっても，その個々についてみると第1図 と，燐脂質の影響は最もはー脂蛋白への影響が大なるの

に示すように，その血清脂質成分の値は夫々可成り広 に反してp コレステロールの影響は最もF脂蛋白への

い範囲の変動を示すものである．即ち総コレステロー 影響の大なることを憶測せしめる．

JL, についてみると＇ 90～！80mg%の範囲にあるが＇ 130 第2図は健常人と健常犬の血清を同・鴻紙上に同時

mg%前後が最も多い．エステル型コレステロールは に泳動せしめた際の脂蛋白の比較図であるが，この場

30～90mg%の範囲内にあって，その中最も多いのは 合脂質標本の染色液である Oilred 0, Sudan black 

70mg%前後である．燐脂質の変動範囲は更に大きし Bの何れを選ぶかによって，~ ＇~，及び 0－脂蛋自の分

250～550mg %の聞であってP 400mg"0前後方：最も多 配率に可成りの差異を示しP 前者では 0-ij~蛋自に於

く，また総脂質即ち Kuni王elUnitについてみても同 て，後者より梢高い分配率を示すのに反して，後者に

様のことがいい得て，その範囲も大きく2.0～17.0の間 於てはr脂蚕自に於て前者より高い分配率を示すこと

にあるが，3.8前後が最も多かった．次にこのよ うな健 を知ったので， 以後は全て Sudanblack Bによる染

Fig. 2 Electrophoretic Pattern of .'¥omal Dog Serum and Human Serum 
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Electrophoresis of Serums was made on the Same Filter Paper. Stained with Sudan black B. 
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色標本のみに統一し，それを測定して，比絞検討する

こととした．

更に以上の血清脂質成分並に脂蛋白の測定と平行し

て測定した血清蛋自分屑像等を比較検討すると，健常

犬に於てはh h及び7・グロプリンに於て人体よりも

高い分配率を示しているのに反してP アルブミンは人

のそれに比較して可成り低い分配率を示している（第

3表）．これは血清中の脂質含量が犬に於て人より大で

Table 3 Comparison between Paper Elect-

rophoretic Fractions oi Protein of 

Dog-and Man 

Species I 1 

I Dog- Human 
Serum protein ～～～～～～｜｜  

Cone of Serum protein (g-/dl) I 6.6 I 6.9 
I Albumin I 34.0 I 62.4 

~；：~~f；~~fretic I '"-Globulin i 19.o I 10.6 
Protein (%) I ~-Globulin I 29.1 I 14.3 

y心lobulin I 17.9 I 12.7 

923 

あることが，そのまま血清蛋白分屑像の上に端的に示

されているものと考えてよいであろう．また同一証書紙

上に人と犬の血清を同時に泳動してみると，第3図に

示すように，犬の血清アルブミンの可動性は，人のそ

れよりも大なることを知った．また血清蛋白濃度はp

健常犬に於ては，健常人のそれよりも梢々低く 6.6g-/dl

前後の値を示した．

2. 採血の膨響

健常犬につき，後述するような諸実験に際して，そ

の採取を要する程度の採血が，血清脂質成分，脂蛋白

及び蛋白分屑像に如何程の影響を及ぼすものであるか

を知る目的でP 第 1回採血後， 2,4,6.8,12,24時間自

に夫々同量の採血を繰返えして（ 1回の採血量約Sec)

その聞に於ける血清脂質成分， 1旨蛋白及び蛋自分屑を

平行的に測定したがp その成績は第4表である．これ

をみても分るように，この程度の採血では血清脂質成

分，脂蛋白及び蛋自分局像には著しい影響を殆ど及ぼ

さないようである．

Fig. 3 The Electrophoreg-ram of Serum Protein of Man and Dog-on the same Filter Paper 
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Table 4 Changes in Blood Lipids and Serum Lipopro~ein as a Result of the Removal 

of Blood for the Examination 

Blood Lipids (mg %) 

Total Cholesterol 

Cholesterol ester 

Phospholipid 

Kunkel unit 

/ O I 2hrs I 4hrs J 
153 

96 

590 

20 

6hrs i伽 s：山sI 2伽 S

570 I 497 

0 I 2hrs after ハ2hrsafter 2」hrsafter 
ヲーブ！土uo－ 」乙~＝＇.＝＂o ヲ一戸支一
60.6 I 61.5 +11 I 65.7 I +13 I 66.5 I +16 
23.2 I 22.0 , + 4 I 20.1 I -8 I 22.0 Iー 3

16.2 I 16.5 I + 9 I 13.6 I -10 I 11.5 Iー16

Paper electrophoretic fractions of 
lipoprotein (%) 

ct-lipoprotein 

戸・lipoprotein

0-lipoprotein 

136 

96 

570 

2.8 
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3. 食餌袴に高脂質食餌投与の影響

毎日過剰の動物性脂質を含有する食餌（牛肉50g含

有）を健常犬に反覆投与しているとp 後述のような血

清脂質成分の増量をみるのが通常である． この際経

口的に摂取された脂質は結局ljJ,.)f占艇を介してF 而も大

部分のものがゲリセライドの形で吸収されp Chy lorn-

icronとして全身脈管内を流れる問に処理されるわけ

である．この際流血中へ流入したトリ・グリセライド

は，放射性 p32を以てする教室久山，藤野の実験成績

から も明らかなように，まず HighDensityの脂質合

量の少ない忽・及び十時蛋白がその周囲に集積すること

により P Low Densityの脂質含量の大なる0・1旨蛋白

を形成することによって流血中に於ても安定化せられ

るものであるがp この安定化せられた0・脂蛋白は結局

肺胞喰細胞，肝星細胞，牌臓の網内系細胞によって摂

取されp 更に Lipoproteinlipaseの作用下に4'.グ

リセライドに変化し（教室仲田，妹尾の行ったトリ・

グリセライド乳剤を以てする刻出肺臓p 別出肝臓滋流

時に，臓器並に.ii：；なi中のリバーゼ価の冗進をみる事

実は，今日いうところの Lipoproteinlipaseの増量と

同一現象と考えてよいようである〉，終極的に憐指質

それも遊離型ではなく，結合皇の燐脂質一一脂蛋白p

特に吋旨蛋白（戸ー脂蛋自の形をとる比率lb：・1旨蛋白に

較べ極めて少ない）となり，再び流血中に放出される

ようである．従って脂質を過剰に投与するとp 血清の

総脂質は全体として猶量しP 同時にグリセライド，燐

脂質も増量するから，それにl'f'I，、r及び0・1旨蛋白の絶

対量も増量することは勿論のことでP 而も総コ レステ

ロール並にエステ ！~型コレステ ロールは初期には殆ど

変化をみないがp 数日後に至って初めて上昇しP それ

に伴なってP また刊旨蛋白絶対量の増量をみた 従つ

てこの際の脂蛋白各分屑の分配率を逐時的に観察する

とP 初期はIX－及び0・1旨蛋白分配率の増大をみる;j；，後

期に於てf;J:o:－＆び0・1旨蛋白分配率が反って寧ろ減少し

~－脂蛋白分配率が著しく増大している. ~pち燐脂質の

血中変動はこの際に於ても最も鋭敏にIX－脂蛋自のそれ

にp コレステロールは~－脂蛋白にp ゲリセライドは0-

1旨蛋白に夫々反映していることがよく理解され得る

（第5表及び第4図）．

4. 飢餓の影響

健常犬を急性飢餓に落入ら しめると，その際まず貯

蔵糖原は枯渇しP その後は貯蔵脂質からの動員脂質に

よってF 主として個体の要求する熱量θ補給が行われ

ることは既によく知られているところである．この際

も貯蔵脂質の性格はグリセライドであり p それが動員

によって流血中へ流入したグリセライドも結局前述の

経口的に摂取された外来脂質と同様の処理過程を経て

利用されてゆくものである．このよ うに飢餓時にはま

ず血中ゲリセライドの増量，更にそれに伴い当然の帰

結として燐脂質の血中増加が惹起され，後述のコレス

テロ－ ！~ の増加と共に，血中総脂質の増加を認め得る

に至るのであるぶ，血中グリセ弓イドの変動はこの際

に於ても直ちに0・1旨蛋白のそれにp 燐脂質はIX-fi旨蛋白

のそれに，コレステロールl土チ脂蛋白のそれに最も鋭

敏に反映されることが，前述の高脂質投与実験成績と

同様に，血清脂質成分の測定を行った同一血清に於け

る脂蛋白の測定成績p RPち血清脂蛋白各分屑の分配率
並に絶対量の変動からよく推察された．なお本実験に

於てlI血清t~コレ ステロール，コレステロールエステ

ルは高脂質食餌投与実験時と異なり，飢餓開始後24時

間目から既に増量し始めた．

5. 麻百平負荷実験

Table 5 Changes in Blood Lipids and Fractions oi Serum Lipoprotein Following 
Intake of High-fat Diet 

¥Befo叫 lDay子竺j~Days after ［山ys竺三Blood Lipids (mg %) 

Total Cholesterol 

Cholesterol ester 

Phospholipid 

Kunkel unit 

｜% Fractions of lipoprotein (%) 

o:-lipoprotein 

~－lipoprotein 

0-lipoprotein 

% ｜ 土？と」ーヂ一一｜剖－竺 ｜竺
55.2 I 59.4 I +31 

19.I I 15.7 I o 
25.7 I 24.9 I + 18 

46.5 I+ 37 
30.7 1+161 

22.s I+ 43 

つ－

q
J

つ』

ウ

d

q

u

n
白

＋
＋
＋
 

。。唱
A

’4

F
h
v

，、u
n
x
U

RJv

’A
ワ－



血清脂質成分と血清脂蛋白の相関性に関する実験的研究 925 

Fig. 4 ~The Electrophoregram of Four Different Serums, Were Electrophoresed on the Same 

Filter Paper (Following Intake of High-fat Diet 1 

1 DAY AFTER 

Stained with Sudan black. B. 

Table 6 Changes in Bllod Lipids of Dog during Starvation 

Blood Lipids I mg %) I Before / IDay [ 2Days 3Days / 4Days I 6Days [ 9Days 

Total Cholesterol 100 104 120 131 120 128 153 

Cholesterol ester 60 60 66 71 89 89 96 

Phospho日pid 430 437 435 387 412 587 527 

Kunkel unit 3.8 4.6 4.6 6.9 7.6 8.0 11.4 

Table 7 Changes in Blood Lipids Following Subcutaneous Injection of Morphine 

（《luring24 hours) 

Blood lipids i mg %) 同一正 2hrs. i 4hrs. I出rs.-! 8hr s. ［ロhrs. 1 24hrs. 

;; : ;; I :: I :: I :: I :: I :: 

Total Cholenerol 

/ Exp. 
No. 

n 
lll 

n 
lll 

n 
lll 

Cholesterol ester 

Phospholipid 

(i）モルフィンの皮下注射時

健常犬に体重毎抵当り O.lccの割合でオピアルを皮

下注射し，逐時的に採血してP その際の血清脂質成分

の消長を検討した結果，第7表に示すように，血清総

コレステロールは注射後4時間迄急激に低下し， 24時

F

、υA
H
V

「、υ

n
4
u
d
a

占「、
U

つd
q
υ

勺

ο

345 

697 

500 

260 

585 

500 

270 

645 

450 

298 

500 

388 

247 

480 

388 

290 

340 

342 

間後に於ても約20%の低下を示した．またコレステロ

ールエステルは注射直後は寧ろ梢々増量するが＇ 24時

間後には却って減少した．更に燐脂質は注射貰後僅か

に噌量する傾向を示すものもあるが， 24時間後に於て

は概ね梢々減少する傾向を示した．
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Table 8 Changes in Blood Lipids Following Subcutaneous Injection of Morphine 

(during 7 Days 1 

Blood Lipid (mg %) 

Total Cl:olesterol 

Cholesterol ester 

Phospholipid 

Kunkel unit 

~：：· IB的 reI 

II 

8.4 

3.2 

IDay I ZD州 3Da州4D州 5Da判7Days

s.s I rr.o . 13.6 

4.2 4.8 29.7 21.6 

Table 9 Changes in Serum Lipoproteins Following Subcutaneous Injection of Morphine 

Electrophoretic fraction of serum Before !Day after ZDays after 4Days after 

lipoprotein (?o) 
% % 士。 % ｜土。 %！土%

<X-lipoprotein 43.4 62.7 -31 49.7 I+ 96 

~－lipoprotein 35.5 4.8 -93 29.8 + 42 
。司lipoprotein 21.1 32.5 -27 15.2 j+ 22 25.6 +103 

Fig-. 5 The Electrophoregram of Four Different Serums，羽Tere Electropl:oresed on the Same 

Filter Paper. (Following Subcutaneous Injection of Morphine) 

,,,,, 
4併， F
V〆

・"' 

SLaincd "・iLh Sudan black B 

No. ワ弓

B'!>fore in.le c七1on

Fo. ワ号

1 Day after 
工njeoもionof 
Al。rohine

T；。.78. 
2 Days after 
.Injecti。nof 
Morphine ：~～ 

f絡会号、ピモ五〈
官。． 均一

’ E 

’喜〆・

次いで斯るオピア I＼，注射犬について更に逐目的変動 減したが，併し総脂質並に燐脂質は漸増した．この同

を7日間に亘り観察したが，その成績は第B表に示す ー検体についてp 同時に血清脂蛋自の消長を検討する

よう l二血清総コレステローヰは時日の経過と JI~に府 とp 第9去に示すようにp オピアル皮下注射1日後の
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Table 10 Changes in Serum Protein Following Subcutaneous Injection of Morphine 

Serum protein I Before I JDay 

Cone. of Protein I且；／dlI 6.4 6.0 

(Control) c1.o) I 11.oJ 

l Albumin I 34.9 I 幻

E凶 ropl川or巴ticfraction (%) I吋 ・lobulin I 15.2 I 14. 
i ~－globulin I 31.4 I 31.3 

)-globulin I 18.5 I 17.7 

y-globulin (mg %) I 523 I 520 

2Days 

5.8 

(7.0) 

/ 527 I 

Table 11 Changes in Blood Lipids Following Intravenous Injection of Thiopental 

(during 24 hrs.) 

Blood Lipids (mg %) I Exp. I Before i 
ト¥Jo. 2hrs. 4hrs. 6hrs. j l加

136 128 145 128 115 
Total Cholesterol 

n 148 145 153 128 145 

I 96 92 96 103 87 
Cholesterol ester 

n 82 77 92 77 77 

260 367 395 505 287 
Phospholipid 

n 257 387 290 292 365 

I 0.7 1.3 2.4 1.8 2.0 
Kunkel unit 

n 4.5 2.6 3.0 2.6 11.0 

927 

4Days 

5.6 

(6.8) 

34.8 

17.3 

27.2 

20.7 

538 

125 

136 

87 

70 

362 

387 

0.9 

13.5 

血清脂蛋白f;J:cc-,~－及ぴ 0－脂蛋白の何れもが減少し， ず，モルフィン投与後1～2日を経てから著明な血中脂

特に円旨蛋白は第5図にみるように著しい減少を示し 質の増量を招くものもその生体就中肝臓に及ぼす障

オピアル注射2日目以降の血清脂蛋白は:x-,7'－及び0- 害がモルフィン投与後1～2日を経てあらわれて来るも

脂蛋白共増量し，特に v脂蛋白の増量が著日目であつ のと推測したがp われわれの実験成績もBloorのいう

た．また 4日目以降の血清ではp 更に0・脂蛋白の上 事実をよく裏書きしている．

昇志：著明となったが，これは血清脂質の分析結果から I ii)ラポナール（ThiopentalSodium）投与実験

みてP これが血清中のグリセライドの増量にもとずく 前述の方法によってラボナールを健常犬の静脈内へ注

ものであることが容易に推測される． 入した後， 24時間にEり逐時的に採血しp その脂質成

而してこの際P 同一検体による血清蛋自分屑相互の 分を測定した成績は第11表に掲げたように，総コレス

比率を観察してもP アルブミンの分配率に於ては左程 テロ－｝G並にコレステロールエステルはラボナ－＇＼， i主

の変動を認めないにも拘らず，この際著明に増量する 入後4～6時間に亘り軽度乍ら増量したが，その後漸減

血清憐脂質とグリセライドの増量に一致して，それと しj 24時間後に於ては約10%程度の減少を示した．こ

平行的に伊並に〕ーグロプリン分配率の増大が認められ れに対し総脂質並に燐脂質は時間の経過と共に梢々増

それに反してトグロプリン分配率のみは総コレステロ 量する傾向を示した．

ールの減量に一致して減少していることは真に興味深 それに相応して血清脂蛋白に於ては， 11－脂蛋白の分

い（第JO表）． 配率が減少するのにばして， v並に0・1旨蛋白分配率は

1914年 Bloorはモルフィン負荷時の血清脂質に及 増大しp 殊に総脂質（恐らくグリセライドの増量が最

ぼす影響を観察し，その負荷によって個体が麻酔状態 も大きな原因になっていると推測される）の著明な増

にある間は，血中脂質に殆ど変化を認めないにも拘ら 量をみた．ヲボナール投与後12～24時間目の血清に於
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Blood Lipids (mg %) 

Table 12 Changes in Blood Lipids Following Intravenous Injection of Thiopental 

モ~~）. 勘 fore j lDay j 2Days I 3Days j 5Days I 7Days 

~ I :: I ~f ~： I－~－ 
Total Cholesterol I II 

III 

Cholesterol ester 

7-1 

II ! 131 

III 54 

Phospholipid 

η
乙

勺

t
n
u

口
d

Q

U

のム

2

2

4

 

Kunkel unit 

161 

157 

110 

155 

145 

106 

145 

108 

86 

3.2 

3.4 

11.6 

1.9 

3.0 

4.7 

162 

134 

61 

165 

140 

150 175 

322 

210 

260 

465 

312 

437 

1.7 

3.1 

2.6 

3.8 

3.3 

2.8 

1.8 

3.0 

1.6 

4.0 

3.6 

Table 13 Changes in Fractions of Serum Lipopro'.ein Following Intravenous 

Injection of Thiopental 

Paper electrophoretic fractions 
of lipoprotein (%) 

I "';f"i %へ
o:-lipoprotein 

~－lipoprotein 

0-lipoprotein 

46.7 I 54.8 I - 8 

33.4 I 30.4 I -28 

19.9 I H.8 I -40 
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Fig・. 6 The Electrophoreg-ram of Four Different Serums, ¥Vere Electrophoresed on the Same 

Filter Paper lduring 24 hrs. after Thiopental Anes~hesia 1 
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SLained with Sudan black B. 
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Table 14 Changes in Fi・action日 of Serum Protein Following Intravenous 

Injection of Thiopental 

Serum protein 

Cone. of protein (g/dl) 

Electrophorectic 

fraction of protein (%) 

r-globulin (mg %) 

I Albumin 
I or;-globulin 

｜何lobuli
y-globulin 

てはp絶対量に於てもr並に0・1旨蛋白の増量をみた（第

6図）訪しこの際の血清蛋白分屑像の変動（第14表）

と前述の血清脂質成分並に脂蛋自分屑像の変動との聞

にはp 前項の各実験時に際し認められたような判然と

したそれら三者の相関性が殆ど認められずp ラボナー

ルの静脈内注入は蛋白代謝の面に対してもある程度の

影響を及ぼし，ために血清脂質の変動のみから一元的

に蛋白分屑像の解釈を下すことが不可能なことを物語

っている．

なおラボナール静脈内注入の血中脂質成分に及ぼす

影響はモルフ fン投与時に較べて透かに少なし僅か

に前述のように注入直後の逐時的変動に於てのみ比較

的特有の所見を示すに過ぎなかった．即ちラポナール

静脈内注入後7日間に亘り血清脂質成分の変動を観察

したのであるが，第12表に示すように血清総コレステ

ロールはラボナール静脈内注入後3日間ほどは多少低

1 Before I Zhrs. I 山 s. I三竺：＿
I 6.8 I 6.4 I 6.2 L 6.2 
34.0 

19.0 

29.l 

17.9 

34.6 

19.3 

28.6 

17.5 

｜川｜山｜

34.6 

18.9 

29.0 

17.5 

34.8 

18.6 

31.l 

15.5 

692 

下するがp その後直ちに正常値に復する傾向を示し，

コレステロールエステルも大体これと平行的相関性を

示しつつ経過した．また燐脂質，総脂質についてみて

らこれという特有の傾向を認め得ずp この成績を以

て有意の変動を示すものとは断定し難いのである．

このようにラボナール静脈内注入の血清脂質成分に

及ぼす影響は極めて少ないからF われわれの目的とす

る，血清脂質， I旨蛋白p 蛋白性状の相関性をみること

は到底不可能と思われたので，本実験に於ては血清脂

蛋白及び蛋白分屑像の逐目的変動の追究は行わなかっ

fこ．

(iii）エーテルによる閉鎖循環式気管内挿管麻酔実験

実験方法の項で述べたように基礎麻酔並に導入麻酔

を施すことなく OpenDrop Method によるエーテル

麻酔を最初から行いp 気管内チュープの気管内挿管を

行った後，更にエーテルによる閉鎖循環式気管内挿管

Table 15 Chan邑・esin Blood Lipids Following Endotracheal Intubation Anesthesia 

with Ether (non pre medicated Case) 

Blood Lipids(mg判定，：・ IB的判山 ｜加 J 5hrs. y I 2Days I 3Days r 5Days I 7Days 

161 167 190 I 238 199 

Total Cholesterol I n 186 161 177 153 210 i 173 120 118 88 

III 120 104 104 146 153 170 161 179 

74 98 106 122 137 124 114 

Cholesterol ester I n 96 63 39 128 117 124 124 97 88 

III 58 47 47 76 71 114 127 80 

I 305 423 I 460 542 475 270 232 

Phospholipid n 413 395 488 520 633 r 660 453 398 423 

皿 413 550 688 545 768 695 695 

3.0 3.2 3.8 4.4 3.0 i 2.5 

Kunkel unit n 3.9 4.0 4.5 • 5.0 5.0 6.0 4.8 5.0 

III 5.0 5.2 5.4 10心 7.2 11.4 11.6 
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Table 16 Changes in Blood Lipids Following Endotracheal Intubation Anesthesia 

with Ether (premedicated Case) 

Blood Lipids (mg %) ！で戸ム；l加 i伽日 伽 s. I山 s. 2伽

Total Cholesterol 
153 

n 124 

Cholesterol ester 
112 

n 11 

Phospholipid 
F
h
J

弓

t

6

7

 

4企

q
d

百且

Kunkel unit 
n 

i 171 

I 12s 

113 

89 

q
t
u

《

h
u

F

、un
H
J
V

噌
E
A

80 

157 

105 

160 

109 

145 

127 

83 

122 

80 

107 

85 

585 

425 

437 

422 

612 

475 

310 

407 

7.2 

3.6 

5.4 

2.6 

7.0 

3.4 

11.0 

5.2 

7.0 

4.2 

5.2 

4.2 

Table 17 Changes in Fractions of Serum Lipoprotein Following Endotracheal 

Intubation Anesthesia 、YilhEther 

Paper electrophor、eticfractions 
of lipoprotein (%) 

:x-lipoprotein 

~－lipoprotein 

0-lipoprotein 

' Before 1 3hrs. ! 6hrs. : 12hrs. 

% ｜ % 土% I % i 土uo % I 士匂

61.6 I 64.2 I +28 60.2 ! + 6 ! 54.9 I +29 

30.6 1 29.1 1 +16 I 33.3 1 +18 , 36.3 1 +n 
7.8 I 6.7 I + 5 I 6.5 I -10 I 8.8 I ＋日

麻酔を約3時間に亘り施行しP麻酔前p麻酔開始後1,3, 

5時間と逐時的に血清脂質成分の変動を観察すると共

に，更に麻酔施行後1～7日間に亘っても同様の検索を

行った．その成績は第15表に一括掲示したようにp 血

清総コレステロール並にコレステロールエステルは麻

酔中から増量し始山麻酔iをに日ても何れも増量を示

した．而もその増量の程度は，麻酔後1～2日目に於て

最も顕著であり P 総コレステロールに於ては11～19°0

コレステロールエステルに於ては 33～119%の増量を

示した．第15表の実験成績中麻酔中に血清コレステロ

ール値が減量しているものもあるがp これは Open

Drop Methodの路行時聞が偶々長くなり，その間酸

素供給の不充分であった試獣にのみ認められた特有の

所見である．また燐脂質，総脂質も麻酔中から既に増

量の経過を辿るようである．

併し OpenDrop Methodを行いp 気管内チュープ

の気管内挿管を行った後，閉鎖循環式気管内持管麻酔

J去にf孝行した以上のような場合に軽べp 基礎麻酔とし

てオピアル O.lcc/kg及び導入麻酔としてラポナ－ '' 

0.025g/kgを併用した後p気管内チュープの気管内挿

管を行いp エーテルによる閉鎖循環式気管内挿管麻酔

法に移行した際には，第16表に示すよう 1:, l也泌総、コ

レステロール並にコレステロールエステルの増量は逢

かに軽微でありp これは血中コレステロール値に対し

エーテルが増量の傾向を益々助長するように作用する

のに反してP モルマィンやラボナールはこれに抑制的

に作用するためと，U、わjL;J. 併し斯るモルブインによ

る基礎麻酔，ラポナールによる導入麻酔が施された場

合に於ても，結局は血清総コレステロー；i,，コレステ

ロールエステル，燐脂質，総｜］旨質共増量の傾向を示し

fこ．

更にこのようなエーテルによる閉鎖循環式気管内挿

管麻酔時の血清脂蛋白の変動を観察するとF 以上のよ

うな血清脂質成分の動きは更に判然と理解される．即

ち新る際に:x-,~－. 0-H旨蛋臼の何れもが第17表に示すよ

うにp その絶対量に於て増加している．而もこれをそ

の分配率で眺めると， 11~ もや脂蛋白に於ける増大の程

度が著しい．斯る事実は前述の血清コレステロールp

燐間質，グリセライドの何れもが増量してはいるがy

その中でも特にコレステロールの増量が著しい事実を

如実に物語って居り，これによっても血清コレステロ

ールの消長は最も鋭敏に戸幽脂蛋白の消長に反映される

事実が分るであろう．以上の事実は第7図をみればp

更に一目瞭然である．併しこの際の血清蛋白分屑像の
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Fig. 7 The Electrophoregram of Four Different Serums, Were Electro;ihoresed on the Same 

Filter Paper (Following Endotracheal Intubation Anesthesia) 

Stained withSuaan black B. 
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Table 18 Changes in Fractions of Serum Protein Following Endotracheal 
Intubation Anesthesia with Ether 

Serum protein ' Before i 3hrs. 12hr・s.6hrs. 

Electrophoretic 

fraction ( % ) 

Albumin 

α－；；lobulin 

B-globulin 

〕喝雪lobulin

1.2 I 1.2 

34.5 ! 

14.3 I 

30.9 

20.3 

’A
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q
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Q
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4
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b
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q
υ
1
4
n
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Cone. of protein (g /dl J 

y-globulin ( rrg %) 682 

7.0 I 7.0 

35.6 

14.8 

30.4 

19.2 17.4 14.0 

646 640 630 

変動はp 以上のような血清脂質成分や脂蛋白の変動か 素非供給犬に lj~ては，麻酔中から既に総コレステロー

ら一元的に解釈することはやはり不可能でありy ラポ ル位にコ Lステロールエステルが減量し始め＇ 7日後

ナールによる静脈内麻酔時同様蛋ヨ代謝の動きからも に於ても，麻酔前値に快復せず，また燐脂質も漸次減

併せて考察することの必要なことがわかる． 少の傾向を示している．これに反し酸素供給を光分に

r i,-rOpen Drop Methodに終始した場合 行った際にはOpenDrop Method施行中一時的に総

前項の実験に際し OpenDrop Methodの施行時間 コレステロールp 誌にコレステロールエステルは減少

が偶マ長しその間酸素供給が不充分となった例に於 しても，麻酔後速やかに麻酔前の値に復し，また燐脂

て特に血清コレステロール値の低下が著しかった点に 質も寧ろ梢々増量する傾向を示し，前述のエーテ Yしに

鑑み＇ 4ぐた験lこ於ては終始 OpenDrop Method（エー よる閉鎖循環式気管内挿管麻酔時の所見に近似した消

テ1しによる〉を行い，而もこれに酸素供給を行った場 長を辿るに至った．

合とそれを行わなかった場合との夫々の際に於ける血 r V 1 Open Drop Methodによりエーテル麻酔を反

中脂質成分の変動のみについて吟味p 検討してみた． 覆行った場合

即ち何れの場合に於ても約3時間に亘り，エーテル 以上の実験によって酸素非供給下に而>bOpenDrop 

による OpenDrop Methodを施行したが， この際酸 Methodによるエーテル麻酔を施すと p 極めて著しい
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Table 19 Changes in Fractions of Serum Lipoprotein Following Ether Anesthesia 

by Open Drop '.¥Icd10d 1 Oxygen were not supplied) 
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Table 20 Changes in Blood Lipids Following Ether Anesthesia by Open Drop 

Method (Oxygen were supplied) 

Blood Lipids I mg %) j Befo同 lh I 3hrs. ! 5hrs. I 

Total Cholesterol 112 115 日9 88 126 128 104 

Cholesterol ester 80 72 78 73 79 68 84 

Phospholipid 398 388 」13 438 475 453 453 

Kunkel unit 4.3 4.0 3.6 S.6 5.8 7.3 

Table 21 Changes in Blood Lipids and Fractions of Serum Lipoprotein Following 
Repeated Ether Anesthesia r Every Day during 60 minutes, Oxygen 

were not supplied) 

Blood Lipids (mg劣）

Total Cholesterol 

Choresterol ester 

Phospholipid 

Kunkel unit 

Serum lipoprotein 

αーlipoprotein

~－lipoprotein 

0-lipoprotein 

Before 4Days after 5Days after 

血中脂質成分の変動をみる事実を確め得たので，本実

験の目的とする血清脂質成分＇ H旨蛋白性状の相関関係、

を検討するのにiはも適した状態が得られるものと考え

Duce es hiの方法に倣ってp 毎日酸素の非供給下に

Open Drop :¥Iclhodによるエーテル麻酔す反覆60分

間宛行い＇ I向、仲随行1]1i, 4日後（第4回麻酔操作施行

後）及び5日後（第5回麻酔操作施行後）の3回に亘

り，血清を採取しp その夫々について血清脂質成分立立

に血清脂蛋白の測定を行った．然石に第21表に示すよ

うに品~コレステロール ！f°）＿にコレステロールエステルは

寧ろ減少するのに反して，総IJi:m1土¥If：ろj作：1：：，燐IJ'ii't'(

には左程の変動を認めないことからp この際に於ける

血清総脂質の噌加の主｜たしつり血中ゲリセライドの増量

にJ,l;[I；］することがよく推測され仰るのである．事実こ

の際の血清脂蛋白の変動は戸”脂蛋白の絶対的減量佐に

分配率の低下がよ2Yバ〉れらのに反してP 0-H旨蛋白は

絶対量の増量並びに分配率の増大が認められ得るもの

であり，本実験によっても判然とゲリセライドの変動

ぷそのまま 0－指蛋白の変動によく反映するものであ

りp これに対しコレステロールの変動はよくト脂蛋自

の変動に反映する事実を知りrnたのである．
IYi Iクローヰプロマジン投与実験

健常犬に対しコントミンを体重毎足当り~.3, 5mgの

割合で筋注し＇ 24時間に豆I)1｛！［清脂質成分の消長を検

討したが，第22表に示すようにp 血清総コレステロー

ルp コレステローιエステ，，，燐脂質，総脂質共3mg

以上で，注射直後多少減少する傾向を認めはしたがp

予期に反して著しい減少を示さずP 本実験の目的とす

る［曲、古関口成分，脂蛋白並びに蛋白性状の相関関係を

妃握しようとするには甚だ不適当な実験方法であるこ
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Table 22 Changes in Blood Lipids Following Intramuscular Injection of Chlorpromazine 

Bloo竺！？三竺~－ I ~~－P· ／~竺＿kg ［~＿e！~re＿＇ 伽S 1 4hrs. ！出rs.I _ 12h~s. J －~4~竺
I I 2r時 I128 I 128 1 109 I 119 I I 
II I 3 Q I 104 I 80 I 100 i 91 
lil I 5 // I 136 I 119 I 114 I 119 
I I 2 // I 25 I 28 I 28 I 24 
II I 3 // I 40 I 32 I 35 I 42 

lil I 5 11 I 77 I 63 I 77 I 7 4 
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Total Cholesterol 

Cholesterol ester 

Phospholipid 

Kunkel unit 

とを知り，従ってこの際の血清脂蛋白並びに蛋白性状

の変動につい℃は，その測定を行わなかった．

N 総話並びに考察

従来から麻酔剤の血中脂質に及ぼす影響は，麻酔王理

論と結びついて古くから注目せられ1847年 Bibra及

びHarlesはエーテル，クロールエチルp 酪酸エーテ

Jしがリポイドに強く溶解することから，これら麻酔淘j

b：脳細胞からリポイドを遊離してF これを肝臓に運ぶ

のではないかと推測したがp 更に1866年 Hermanは

麻酔の作用機転が麻酔剤の細胞内リポイドとの関聯性

にあるとの見解を明らかにしたのである．また1891年

Poulは赤血球が血衆よりもクロロホルムの運搬に主

役を演ずるものであるとしP 1901年 Oberton及ぴ

Meyerは夫々別個に麻酔剤の強さは，その水並びにリ

ポイド中への溶解度と精援な関係のあることを明らか

にし， 当時既に一般の承認を得るところとなった．こ

のよ うな脂質と麻酔理論の関聯性についての検討はそ

の後Nerking,Lattes, Kramer等の研究をも生んだ

がp 1914年に::r_りBloorはエーテル麻酔時に， How-

land, Richards, Whipple等は夫々1909年及び1919年

にクロロホルム麻酔時に於て，夫々著明な血中脂質の

増量をみることを明らかにしたのである．このような

麻酔時に於ける血中！脂質の変動については，更にその

後Ducceshi,Cattoretti, Fiegl, Mahler等の多数の

報告をみ，最早麻酔時の血中脂質の著しい変動の惹超

主れることは既に明らかな疑うべからぎる事実として

一般に承認されていることは周知の如くである．

933 

131 

47 

而も本実験に於て既に以土のように多数の研究者に

よって明らかにされている血中脂質の変動についての

検索乱今夏敢て行った所以はp Oberton-Meyerの

学説， Verwornの化学説， Matthew及び Lillie等

の物理化学説等の麻酔理論を再検討すべき新しい研究

手段の手掛りが新しい時蛋白という概念を織り込むこ

とによって得られはしないだろうかp 更に同時に血清

脂蛋白の性状と血清脂質成分のそれとは如何様な相関

性を有するものであるかを討究する目的で，まず血中

脂質の著しい変動を惹起せしめるとされて来た各種麻

酔剤を利用して，人為的に血中脂質の増減を惹起せし

め，その際に於ける血中脂質成分の動きと，血清脂蛋

白分屑のそれとが如何なる相関性を示しつつ変動する

ものであるかを invh・oという最も自然な状態で討究

しようと意図したことにある．またそれと同時に日常

われわれ生休に於て生理的現象として認められる高脂

質食餌の経口的反取時あるいは飢餓時のように血中脂

質の著しいi曽量をみる場合にも，血清脂蛋白分屑が果

して如何なる相関性を以て変動するかという点をも併

せ追究したのが本研究なのである．

従来から，脂質が腸粘膜を介して吸収される際，そ

れは微少な直径0.5μ以下の微小滴として流血中に流

入いこのような脂質の微小滴が流血と混じた後も暫

時懸濁状を呈することは広く知られていた．そしてこ

のような脂質の微小滴を Fish等は Chylomicronと

名付けたが， Ludlum,Taft, Nugent等はこれは血清

蛋白の等電点に等しいpH4.7～5.3の範囲に於て沈降し

又蛋白を塩析する酸又はアルカリの作用によっても安
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定性を失し、，脂質の大滴に合体する性質があるところ

からそれ迄考えられて来た Chylomicronの安定化

の本体がレチティンにあるのではなくてP Chylomic-

ronは褒自の薄い模によって保護されているものであ

ると考えられるようになったのであるp その後電気泳

動法，超遠心JムCohn一派による分割測定法等による

脂蛋白についての研究方法が進歩，発達するに伴ない

血策， 乳f十p 細胞核，細胞膜， ミトコンドリア，赤血

球，業緑休，細関等動植物から細菌に至る迄広くその

存在することが認められ，血祭中のグリセライドp 脂

酸，燐Jl旨質及びコレステロール等は｛可れもその大部分

が血祭蛋白質と持合してP 血衆脂蛋白を形成しP これ

によって流血中の脂質は安定に保たれていることが明

らかとなって来たのである．即ち Macheboeuf,Blix, 

Adair, Mc Farlane, Pederson, Edsall, Cohn, On-

cley, Gofman等の多数の血衆院蛋白についての研究

成績が相次いで収告せられたのである．而して最近に

於ける Elaine,Bossack等の研究によれば， アルブ

ミン，＂1・グロプリン中にはv脂蛋白を的ー， i>i.1'2－グロ

プリン分画中には科目旨蛋白を夫々含有して居仇而も

r脂蛋白lま5%の割合にコレステロールを， 45～50%

の割合に燐脂質を， 0・脂蛋白は409五の割合にコレステ

ロールを， 35%の割合に燐脂質を含有しP その他の脂

質p l'!Pち単純脂質は主として0－脂蛋白としてyグロプ

リン分劃中に含有されていることが明らかにされるに

至ったのである．併し乍ら経口的に炭取されたグリセ

ライドが腸粘膜を介して多量に流血中へ流入した際に

は，以上のような Highdensityの脂質合量の少ない

血衆中のu及び十脂蛋白が流血中へ流入したグリセラ

イドの周囲に集積して Lowdensityの脂質合量の大

なる 0-Lipoproteinを形成するであろうことは，教室

の久山，藤野が電気泳動法並びに放射性p32を以てす

るオートラジオグラフィーを応用することによって，

脂質乳剤（グリセライドを主体とする）を経静脈性に

注入した際の血媛脂蛋白の動きを追究することによっ

て略々推測せしめたのである．併しこの実験では人為

的にグリセライドを乳化態となし，直接静脈内へ注入

して，且つ一種の放射性物質を生体に負荷するという

条件下の追究成績であるのでP 私は更に最も自然の姿

でこの関係を把握しようと考えp 試獣に高脂質食餌を

連日に亘り投与しp 血清脂質の消長と同時に血清脂蛋

白の？首長を平行的に測定追究したのである．そして斯

る経口的に外来脂質を摂取した際に於ても以上の事実

はよく適用されることが判明したのである．

即ちこのように外来脂質の生体内摂取時に於ても，

グリセライドの血中楢加は直ちに 0-Lipoprotein及

びyーグロプリ ン分配率に反映しp 燐脂質のそれは3

:x-I.lipoprotein, :x－グ口プリン分配率に，コレステロー

ルのそれは， i>-Lipoprotein,~ーグロプリン分配率に最

もよく反映する事実を認め得たのである．勿論Elaine

~:lo~sacl王等の指摘するようにp脂蛋白は 5%の割合に

コレステロールを， 45～50"oの割合に燐脂質を含有し

ているのに反して＇ 13－脂蛋白は40%の割合にコレステ

ロールを＇ 35%の割合に燐脂質を含有している関係上

本実験に於ても，燐脂質の血中増加は最もよく吋旨蛋

白に，コレステロールの場加は反もよくi>-R旨蛋自分配

本に反映したことはもとより当然ではあろうがp実際

に於ては燐脂質はR・1旨蛋白にもp コレステロールはa・

脂蛋白にも多少の影響を及ぼしているものと思われる

がyそのfl＇.度は燐脂質の：d旨蛋自に及ぼす影響pコレス

テロールのト脂蛋白に及ぼす影響に較ぷれば甚だ僅微

なものであって，現実には本実験成績に於て認められ

たように血中燐脂質の消長は吋旨蛋白のそれに，血中

コレステロールの消長は13－脂蛋白のそれに最も鋭敏に

反映されているものと見倣すことが出来るのである．

次いで私は内因性脂質に基因する血中脂質の変動を

惹起せしめP その際の血清脂質並びに血清脂蛋自の相

関性を同様に追究する目的で試獣に飢餓あるいは前述

のような各種麻酔剤を負荷することによってp血清脂

質の変動を人為的に惹起せしめたのである．然るにこ

の際に於ても常に前述の脂質を経口的に投与せしめた

際と同様，血清中のゲリセライドの変動は0・1旨蛋自の

それに，燐脂質Ll::x－脂蛋自のそれに，コレステローん

は~－脂蛋白のそれに最もよく反映されている事実を認

め得たのである．

而して更にアルブミ ン及びχi－グロプリン中には吋旨

蛋白をp "'r• i>i. 1'2－グロプリン分劃中には戸ー脂蛋白を，

）・グロプリンは0・1旨蛋白を夫々含有しているものとさ

れて来たが，本実験結果に於ても確かに，蛋白分屑像

の解析に当つてはp 単に蛋白代謝の面のみから一方的

にそれを解釈すべきものではなく，同時に必ず生体内

脂質代謝の動きをも考癒した解釈がなされなければな

らないことがよく示唆されているものであって，血清

蛋白分屑像というものはげll清中の蛋白並びに。脂質の総

和によって表現されているものであることを深く銘記

しなければならないであろう．

又更に人体と犬との間には血清脂質の性状，従って

脂蛋白分屑像，更に蛋自分屑像の間には著しい差異が
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あり，健常犬のJ血清脂蛋白分層の分配率は端的にいっ に於て脂質の栄養学的意義なるものも亦再認識せられ

て，健常久のそれと全く逆で，健常人に於ては~－脂蛋 j なければならないのである．即ち脂質の栄養学的，意義

白が最大値を示すのに反して，健常犬ではr脂蛋白が については，従来兎角批判的な研究成績が多しややも

最も大なる値を示して居り，要するにこのように種族 ： すれば各種病態下に於てはそれを摂取することを忌避

別に血清脂質俄分と血清脂蛋白分屑の相関性を眺めた する傾向にあった．併し摂取脂質に対ーする質的組成が

際に於ても＇＇前述の同一個体に於て認められた血清脂

質成分と血清．脂蛋白分屑の相関性はあてはまり，燐脂

質の影響は」誌も著明にr脂蛋自に影響を及ぼすのに反

して，コレステロールの影響は最も著明に~－脂蛋白に

影響を及ぼしている事実がよく解るのである．叉アル

プミンの電気泳動時の可動性も，健常犬に於ては健常

人のそれよりも大である．

なお血清脂蛋白の測定法として今日一般に広く使用

せられている漉紙電気泳動法による場合，その鴻紙上

に泳動された脂質の染色に際し， Oilred Oを用いる

か， Sudanblack Bを用いるかによってP :x-, ~－及び0・

脂蛋白の分配率に可成りの差異を示す事実をも知り得

た．従ってその測定に当つては，相互に対比すべき実

験には全て同一染色剤を統ーして用いる必要があり，

Sudan black B染色によって求められたものと， Oil 

red O染色によって求められたものを相互に対比し，

検討することは許されないい誤りを来す基にもなる

のである．

以上私は外科領域に於て問題となる 1～2の条件下

に於て血清脂蛋白の変動について研究してみたわけで

あるが，今日年令，性別，人種，日差，月経，排卵，

妊娠，授乳p 免疫p 労働等に基ずく血清脂蛋白の生理

的変動についても可成りの研究が行われて居り，例え

ば人体に於ても生後間もない頃は著しい低値を示して

いるが，その後次第に増加し， 5～6才に至って略々

成人並の値に達するとか，あるいは叉動物の種族によ

っても著しい差異のあることは，本実験に於ける電気

泳動法による追究成績からも明らかなところであるが

更に超遠心法を以て測定した実験成績に於てもp 例え

ばSf=l～15の成分についてみるとp 猪， 犬，猿〉

200，人150，家兎100，又Sf=15～40の成分についてみ

るとP ラッテ12，家兎， 1『h，犬50，人p 猿＞200という

ように大きな差異のあることが示されている．而して

脂蛋白の変動にLついては以上のような生理的事項のみ

に止まらずp更に進んで動脈硬化症，肝硬変症，肝切除，

豚切除，X線照射pCold Stress等の各種病態に関聯し

て興味ある知見が加えられつつある現状なのである．

併し脂蛋自の意義について最も興味ある事項は何とい

っても生物学的に活性な脂蛋白であり，このような点

考慮されるならば，教室先人の実験成績の示すように

脂質の摂取は篭も肝機能に対して障害的に作用するも

のではないことが明かでP 更に生物学的に活性な，あ

るいは又酵素として極めて重要な機能を果たしている

脂蛋白の意義をも考慮するならばp 生体栄養の万全は

脂質の摂取なくしては期し得ないことも自明のことに

なる．例えば今日よく知られている Cytochrome

oxidase, SDC (Succinic dehydroge)ia~r complex), 

ETC (Electron transfer particle）等の酵素にして

も夫々 33.2,60, 30%という割合に脂質を含有し，而も

近時この Cytochromeは酸化還元反応に重要な役割j

を演じていることすら認識されようとしているのであ

る．叉更に血祭の凝聞過程に関与している Thrombo-

plasitinや網膜の棒状休中に存する Visualpurpleに

しても一種の脂蛋白であり，生体が如何に脂質を必要

とするものであるかがよく理解されるのである．

更に進んで冒頭にも記したように脂質と麻酔剤との

親和性に就いて考慮すると，脂蛋自の意義は益々重要

視されなければならないのであってp 即ち今日麻酔剤

治1ミトコンドリアの Oxydativephosp・horylationを

抑制したりp あるいは脳皮質のミ、トコンドリアの呼吸

がLecithinaseによって完全に阻止されるなどと考え

られているところからすれば，脂蛋白についての今後

の研究，発展に伴い，一般麻酔剤や Chlorpromazine等

の神経遮断剤の作用機序についても充分なる解答が与

えられる時が来るものと信ずる．

而して麻酔剤が神経細胞やミトコンドリアの脂蛋白

あるいは呼吸を司る複合酵素系の脂蛋白と特異的に結

合して，電子の授受を妨害し，その結果麻酔効果を発

現するに至るものであるかどうかは今後の研究によっ

て解決されるであろう．

V 結 ＝旬企・．
富岡

脂質の経口的摂取，あるいは飢餓，更に又各種麻酔

剤を応用することによって，血中脂質の変動を惹起せ

しめ，これが如何様に血清脂蛋白分屑像あるいは蛋白

分屑像に影響を及ぼすものであるか，即ちこの三者は

如何様な相関性を示すものであるかを鴻紙電気泳動法

によって追究すると共に，麻酔剤の麻酔効果について
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の作用機序の本位についての今後の研究の手掛りを得

ょうと考ーえて実験に匡した結果次の結論に到達した．

(1) 人体と犬との間には著しい血中脂質成分の濃度

に差があり，従って又血清脂蛋自分勝像に於てもp そ

れに応じて，全く逆の分配率を示している．

(2) 鴻紙電気泳動法によって泳動，展開された鴻紙

上の脂質はp Oil red Oあるいは Sudanblack Bによ

ってその染色態度が異りp前者ーでは0－脂蛋白部の脂質

が，後者ではv脂蛋白部の脂質が最も強く染色され

る．従って鴻紙’電気湯舗法による脂蛋自の、測定に当つ

ては，脂質の染色剤に対し充分な配慮を要する．

(3）血清中グリセライドの消長は 0-fl旨菱自のそれ

に，燐脂質のf首長1I:x－脂蛋白のそれにp コレステロ－

. Jvの消N-はH旨蛋白のそれに11~ も鋭敏に反映する．従

って血清脂蛋自のillU定によって血清脂質の変動をある

程度迄推測することができる．

(4) ',[1気泳動法によって求められた血清蚕自分屑像

を解釈するに当つては，ただ一方的に蛍｜当代謝の面の

みから考泌すべきものではなくて，生体内｜脂質代謝の

動きをも考慮に入れた解釈がなされなければならな

(5）本研究に於ては，麻酔剤によるj向、酔効果の作用

機序の本位を究明するぶには至らなかったが，今後脂

蛋自についての研究が進歩，発展するに伴って，充分

な解；〆トド与えられるものとはずる．

本研’允に当り終始御教示をえた教室日笠頼則論仰に

深謝する．
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